
はじめに

　東京都監察医務院は、東京都 23 区において死因の明らかでない急性死や事故などで亡くな

られた方々の検案、解剖を行い、その死因を明らかにすること、また、これらの業務を通して、

正確な死因統計、臨床医学や予防医学、司法領域に寄与するとともに、医療関係者の教育や社

会の安寧秩序の維持に貢献することを目的としています。

　昭和 21 年の監察医業務開始以降、平成 30 年までに扱った検案件数は 561,811 件、このうち

解剖件数は 153,734 件となっています。

　平成 30 年の検案、解剖の実績をみると、検案件数は 14,023 件（1 日当たり 38.4 件）で前

年より 905 件増となり、平成 22 年に次いで過去 2番目に多い件数でした。解剖件数は 2,073 件

（1 日当たり 5.7 件）で前年より 26 件減、検案件数に対する解剖件数の割合は 14.8％となって

います。65 歳以上の高齢者の検案は 10,012 件（前年比 742 件増）で全検案件数の 71.4％を占

めており、そのうち一人暮らしの例が 5,003 件（前年比 572 件増）で、高齢者の検案の 50.0% 

を占めています。高齢者人口、高齢単独世帯の増加が反映されていると思われます。

　当院の検案や解剖で得られたデータは、疾病予防や事故防止など公衆衛生の向上に役立てて

いただくよう関係機関に提供しています。また、毎年都民の方々を対象とした公開講座を開催し、

多くの方の参加をいただいております。さらに、監察医の養成、補習教育に資するよう、全国

の医学生等の研修や実習を可能な限り受け入れています。

　本年６月には死因究明等推進基本法が成立し、地方公共団体は、国との適切な役割分担を踏

まえ地域の状況に応じて、死因究明に関する専門的人材の確保や検案及び解剖等の実施体制の

充実などの施策を実施することが今後求められることとなります。

　また、東京都死因究明推進協議会において、当院の体制強化、多摩地域の体制確保、死因究

明によって得られる情報の収集と発信について検討され、本年９月に「東京都における持続可

能な死因究明体制の推進」として今後の方向性がとりまとめられました。

　多死社会を迎え、死者の尊厳を守り公衆衛生の向上を図るために当院の果たすべき役割は益々

重要となっていることを認識し、これまで以上に高い水準の死因究明に努めてまいります。

　ここに、令和元年版の事業概要をまとめました。本書を保健医療施策等の一助としてご活用

いただければ幸いです。

令和元年 12 月

東京都監察医務院長

田　中　敦　子



１ 死者に対し尊厳、礼意をもち最高水準の死因究明に努める。
 　人は生前に疾病に罹患すれば最高の医療が施されるべきであるのと同様に、死者に対し尊厳と
　　礼意をもって最高水準の死因究明に努める。
 　また、遺族に対して誠実に対応する。

２ 監察医業務を推進する。
 　監察医務院は、死因究明の中立的専門機関としての責務を果たし、監察医業務を推進する。

３ 公衆衛生の向上に努める。
 　監察医務院には業務遂行上得られる貴重な情報がある。これらの情報を適正に管理し活用して
　　公開講座や研究等を通じ広く情報を提供し公衆衛生の向上に努める。

４ 監察医の養成、補習教育などに努める。
 　監察医務院は、監察医の養成や教育をはじめ検視に携わる者、医療・看護従事者などの
     実習、 研修施設として重要かつ貴重な役割を果たしている。この役割を職員個々人が認識し
     今後もその役割を果たすよう努める。

東京都監察医務院運営理念
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